
「予算委員会」を設置 平成21年12月22日現在

◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長

◎

○

○

　12月18日の議会運営委員会において、2月定例県議
会における県の予算及びこれに関係する議案を横断的か
つ多角的に審査するための予算委員会が設置されました。

　　
　

今
回
の
職
員
の
処
分
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
い

て
行
わ
れ
た
の
か
。

　
　

長
年
の
慣
習
や
前
例
踏
襲
に
よ

っ
て
行
わ
れ
て
き
た
不
正
な
経
理
処

理
は
、
経
理
担
当
職
員
だ
け
の
責
任

で
は
な
く
、
管
理
監
督
者
が
把
握
・

是
正
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因

で
あ
り
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
平
成

二
十
年
度
ま
で
の
間
に
本
庁
課
長
級

以
上
の
職
に
つ
い
て
い
た
幹
部
職
員

全
員
に
、
組
織
責
任
と
し
て
懲
戒
処

分
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
　

県
に
与
え
た
損
害
額
約
九
億
円

に
つ
い
て
は
、
O
B
を
含
め
、
具
体

的
に
今
後
ど
の
よ
う
に
返
還
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
か
。

　
　

現
職
の
管
理
職
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
八
日
に
職

員
返
還
会
を
立
ち
上
げ
、
平
成
二
十

二
年
度
末
ま
で
に
返
還
を
す
る
こ
と

と
し
、
退
職
し
た
管
理
職
に
つ
い
て

は
、
原
則
と
し
て
、
平
成
二
十
四
年

度
末
ま
で
の
返
還
を
求
め
る
。

　
　

再
発
防
止
に
向
け
、
内
部
牽
制

の
強
化
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

出
納
局
に
お
け
る
会
計
検
査
に

つ
い
て
、
検
査
対
象
所
属
の
拡
大
や
、

必
要
に
応
じ
て
業
者
帳
簿
と
の
照
合

確
認
を
行
う
な
ど
、
検
査
体
制
の
強

化
を
行
う
。

　

さ
ら
に
、
内
部
通
報
制
度
に
つ
い

て
も
、
通
報
窓
口
の
外
部
調
査
員
を

弁
護
士
一
名
か
ら
弁
護
士
三
名
と
公

認
会
計
士
一
名
の
計
四
名
に
拡
充
す

る
な
ど
、
制
度
の
充
実
を
図
っ
た
。

 

可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案

◆
平
成
二
十
一
年
度
予
算
関
係
（
二
件
）

▽
平
成
二
十
一
年
度
千
葉
県
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
三
・
四
号
）

◆
条
例
の
制
定
（
一
件
）

▽
千
葉
県
地
域
医
療
再
生
臨
時
特
例

基
金
条
例

◆
条
例
の
一
部
改
正
（
五
件
）

▽
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

▽
特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
、旅
費
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

▽
千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事

務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例

▽
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例

▽
千
葉
県
警
察
基
本
条
例

◆
そ
の
他
（
八
件
）

▽
契
約
の
締
結

▽
契
約
の
変
更
（
二
件
）

▽
財
産
の
取
得

▽
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
事
業
に

関
連
す
る
道
路
事
業

▽
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解

▽
当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売

▽
専
決
処
分
の
承
認

 

可
決
さ
れ
た
意
見
書

▽
非
核
三
原
則
の
法
制
化
を
求
め
る

意
見
書

▽
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
及
び
ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
へ
の
公
費
助
成
、
定
期
接

種
化
を
求
め
る
意
見
書

▽
「
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
活
用
に
よ
る

グ
リ
ー
ン
家
電
普
及
促
進
事
業
」

及
び
「
環
境
対
応
車
へ
の
買
い
換

え
・
購
入
に
対
す
る
補
助
制
度
」

の
延
長
を
求
め
る
意
見
書

▽
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
並
び
に
エ
コ

カ
ー
補
助
金
の
継
続
実
施
を
求
め

る
意
見
書

▽
農
山
漁
村
の
多
面
的
機
能
を
維
持

す
る
施
策
の
推
進
を
求
め
る
意
見

書
▽
平
成
二
十
二
年
度
予
算
の
年
内
編

成
を
求
め
る
意
見
書

▽
「
新
過
疎
法
」
の
制
定
を
求
め
る

意
見
書

▽
定
住
外
国
人
へ
の
地
方
参
政
権
付

与
に
反
対
す
る
意
見
書

▽
新
た
な
防
衛
計
画
の
大
綱
の
速
や

か
な
策
定
を
求
め
る
意
見
書

▽
国
と
し
て
直
接
地
方
の
声
を
聞
く

仕
組
み
を
保
障
す
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
書

▽
経
済
・
金
融
不
安
か
ら
国
民
生

活
・
雇
用
を
守
る
こ
と
を
求
め
る

意
見
書

▽
農
業
共
済
事
業
の
健
全
な
発
展
を

求
め
る
意
見
書

▽
高
速
道
路
原
則
無
料
化
の
撤
回
を

求
め
る
意
見
書

▽
高
規
格
幹
線
道
路
等
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
機
能
の
充
実
を
求
め
る
意
見

書
▽
緊
急
雇
用
対
策
の
実
施
を
求
め
る

意
見
書

▽
悉
皆
方
式
に
よ
る
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
継
続
を
求
め
る
意

見
書

▽
地
域
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
国

の
予
算
執
行
及
び
予
算
編
成
を
求

め
る
意
見
書

▽
緊
急
経
済
対
策
の
早
期
実
施
を
求

め
る
意
見
書

▽
選
択
的
夫
婦
別
姓
の
た
め
の
民
法

改
正
に
反
対
す
る
意
見
書

 

採
択
さ
れ
た
請
願

▽
外
国
人
地
方
参
政
権
付
与
法
制
化

の
慎
重
な
対
応
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

緊
急
質
問
か
ら

不
正
経
理
問
題
に
対
す
る

十
二
月
二
十
二
日

自民党

民主党

自民党

公明党

共産党

無所属

市民ネット・
社民・無所属

会派名 委　員　名 委　員　名会派名
斎 藤 　 万 祐
宍 倉 　 登
田 中 　 宗 隆
山 口 　 登
𠮷 本 　 充
阿 井 　 伸 也
石 毛 　 之 行
信 田 　 光 保
西田　三十五
佐 野 　 彰
今 井 　 勝
伊 藤 　 昌 弘
大 野 　 眞

大 松 　 重 和
松 下 　 浩 明
花 崎 　 広 毅
石 井 　 宏 子
篠 崎 　 史 範
矢崎　堅太郎
布施　健太郎
髙 橋 　 浩
塚 定 　 良 治
藤 井 　 弘 之
岡 田 　 幸 子
大 野 　 博 美
佐 渡 　 斉

商
工
労
働
企
業
常
任
委
員
会

環
境
生
活
警
察
常
任
委
員
会

県
土
整
備
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

 　　
　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
と
は
、

ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
か
。

　

ま
た
、
今
回
の
補
正
予
算
計
上
の
内

容
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

津
波
や
地
震
な
ど
対
処
に
時
間
的

余
裕
の
な
い
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
、

通
信
衛
星
を
用
い
て
、
国
か
ら
情
報
を

送
信
し
、
市
町
村
の
防
災
行
政
無
線
を

自
動
的
に
起
動
し
、
住
民
に
緊
急
情
報

を
瞬
時
に
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

現
行
シ
ス
テ
ム
で
は
、
予
め
定
め
ら
れ

た
内
容
の
み
が
伝
達
可
能
だ
が
、
状
況

に
応
じ
た
詳
細
な
内
容
の
情
報
伝
達
が

可
能
と
な
る
よ
う
、
当
該
シ
ス
テ
ム
を

改
修
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
回
の
補
正
予
算
の
内
容
は
、

国
の
事
業
を
活
用
し
、
全
額
国
費
に
よ

り
、
県
分
の
所
要
経
費
と
県
内
市
町
村

分
の
所
要
経
費
を
併
せ
て
計
上
す
る
も

の
で
あ
る
。　

　　
　

給
水
量
の
有
効
使
用
を
示
す
指

標
で
あ
る
有
効
率
が
、
平
成
十
五
年
に

は
九
五
・
八
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平

成
二
十
一
年
に
は
九
八
・
六
％
と
改
善

し
た
が
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

　
　

老
朽
化
し
た
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
及

び
鋳
鉄
管
の
布
設
替
え
、
鉛
給
水
管
の

更
新
工
事
を
行
い
、
漏
水
量
が
減
少
し

た
結
果
、
有
効
率
が
向
上
し
た
。

　
　

　
　

地
域
医
療
再
生
臨
時
特
例
交
付

金
に
つ
い
て
は
、
一
次
補
正
予
算
の
執

行
停
止
に
よ
り
減
額
さ
れ
た
が
、
こ
れ

に
伴
い
、
千
葉
県
の
地
域
医
療
再
生
計

画
を
ど
の
よ
う
に
変
更
し
、
計
画
の
対

象
と
な
る
医
療
圏
の
関
係
者
等
へ
の
説

明
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
か
。

　

ま
た
、
県
と
し
て
国
へ
増
額
を
要
求

す
る
方
針
は
あ
る
の
か
。

　

事
業
費
の
縮
減
に
伴
い
、
全
県
的

に
影
響
を
及
ぼ
す
医
師
・
看
護
師
確
保

対
策
に
係
る
事
業
、
香
取
・
海
匝
圏
域

に
お
け
る
医
療
機
関
の
役
割
分
担
や
機

能
再
編
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
係
る
事

業
等
に
つ
い
て
、
計
画
の
縮
減
を
行
っ

た
。
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
機
会

あ
る
ご
と
に
関
係
者
等
に
説
明
を
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
地
域
医
療
の
再
生
に
必
要
な

国
の
支
援
に
つ
い
て
は
、今
後
も
様
々
な

機
会
を
活
用
し
て
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　　
　

食
べ
残
し
を
減
ら
す
「
ち
ば
食
べ

き
り
エ
コ
ス
タ
イ
ル
」
の
取
り
組
み
を

始
め
た
が
、
協
力
店
の
状
況
と
今
後
の

取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　

現
在
、
協
力
店
は
、
二
百
八
十
五

店
舗
で
、
取
り
組
み
内
容
は
、
小
盛
り

メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
、
お
客
の
希
望
に
合

わ
せ
た
分
量
の
提
供
、
お
客
が
希
望
し

た
場
合
の
持
ち
帰
り
へ
の
協
力
な
ど
で

あ
る
。

　

今
後
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
ま
で

の
実
証
実
験
な
ど
の
結
果
を
踏
ま
え
た

上
で
、
さ
ら
に
幅
広
く
協
力
の
呼
び
か

け
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　　
　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い

状
況
と
認
識
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
。

　
　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
、
十
月
に
ト

ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
が
、
七
十

社
百
二
十
名
ほ
ど
の
参
加
が
あ
り
、
好

評
で
あ
っ
た
。

　

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
効
果
を
立

地
促
進
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
大
切
と
認

識
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
動
き
を
立
地

に
結
び
つ
け
た
い
。

　　　
　

平
成
二
十
一
年
度
の
県
発
注
工
事

の
う
ち
、
県
内
建
設
業
者
の
受
注
割
合

は
ど
う
か
。

　
　

四
月
か
ら
八
月
ま
で
の
県
内
建
設

業
者
の
受
注
割
合
は
、
金
額
ベ
ー
ス
で

七
八
％
、
件
数
で
八
八
％
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
も
引
き
続
き
、
県
内
業
者
で

で
き
る
も
の
は
可
能
な
限
り
県
内
業
者

へ
の
発
注
を
基
本
に
、
現
在
の
取
り
組

み
を
進
め
て
行
く
。

　　
　

児
童
生
徒
の
問
題
行
動
に
つ
い
て
、

家
庭
崩
壊
な
ど
、
家
庭
が
機
能
し
て
い

な
い
実
態
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

　
　

家
庭
の
教
育
力
の
低
下
な
ど
に
よ

り
、
規
範
意
識
や
基
本
的
生
活
習
慣
が

十
分
身
に
つ
い
て
い
な
い
子
ど
も
が
増

え
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
は
、

各
学
校
等
に
配
置
し
て
い
る
ス
ク
ー

ル
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
・
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
活
用
し
、
対
応

し
て
ま
い
り
た
い
。

主
な
質
疑
か
ら

各
常
任
委
員
会
の

総
合
企
画
水
道
常
任
委
員
会

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

2月19日（金）
20日（土）
21日（日）
22日（月）
23日（火）
24日（水）
25日（木）
26日（金）
27日（土）
28日（日）

3月　1日（月）
2日（火）
3日（水）
4日（木）
5日（金）
6日（土）
7日（日）
8日（月）
9日（火）
10日（水）
11日（木）
12日（金）
13日（土）
14日（日）
15日（月）
16日（火）
17日（水）
18日（木）
19日（金）

月　　日 議　事　予　定 開議予定時間

平成22年2月定例県議会会期及び議事・委員会予定（素案）

※本案はおおよその日程であり、招集日前の議会運営委員会で協議し最終
　決定します。

開会　知事提案理由説明
土曜日のため休会
日曜日のため休会
議案調査のため休会
　　　　〃　　　　
　　　　〃　　　　
質疑並びに一般質問
　　　　〃　　　　
土曜日のため休会
日曜日のため休会
質疑並びに一般質問
　　　　〃　　　　
　　　　〃　　　　
　　　　〃　　　　
委員会審査準備のため休会
土曜日のため休会
日曜日のため休会
予算委員会開催
　　　　〃　　　　
　　　　〃　　　　
常任委員会開催（総務・総合企画水道）
　　〃　　（健康福祉・環境生活警察）　
土曜日のため休会
日曜日のため休会
常任委員会開催（商工労働企業・農林水産）
　　　〃　　（県土整備・文教）
委員会予備日のため休会
総合調整のため休会
委員長報告等　採決　閉会

午前10時

午前10時
 〃　　　　

午前10時
 〃　　　　
 〃　　　　
 〃　　　　

午前10時30分
 〃　　　　
 〃　　　　

午前10時
 〃　　　　

午前10時
 〃　　　　

午後1時
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